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Abstract : JAXAによる地球環境蛮動観測ミッション（GCOM-C）において開発する予定の全球土地彼覆分類アルゴリズムのプロトタイプとして．
MODIS Globalデータ （MYD09A1）を使い．全球土地被担分類システムを作成しだ。分類｜こ使用する値は MODISの？bandの反射率から汎用パターン展
開法を使って計算した UPDM係叡と植生指標（MVIUPD）である。全球土地緩積分類において．多様な土地櫨種物の特徴を全て把握するための毅師データ
を収集することは幾しく．分類処理には高いコストがかかる。本研究では．各クラスの特徴を把握するため. UPDM係鍛と MVIUPDの年間統計値 〈年間
最高値．年間最怪値．年間平均恒と標準偏差．季節変化値など）を用い．怪コストで全球土地被覆分類プロダクトを生成するシステムの情築を行う。本
研究の分類結集をMODISの分類データ（MCD1201）と比較した結集．おおよそのー磁を見た。
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Classification procedure 
1.使用しだデータ
MODIS Aqua Su巾ceRefl配 tanceふDayL3 Global 500m SIN G耐 V005
produced by Prof.Fukue行okaiUniv.) 
• Composite over 8 days using 0.005 degrees spatial resolution data (46 s叩 nedata sets) 
From 70 degree north to 70 degree south latitude , from 180 degrees west to 180 degrees east longitude 
DATUM : WGS84 
2. i凡用パターン展開法を使い， UPDM係委主（Cw,Cv,Cs,C4）と権生指様（MVIUPD）を算出
3. 8days 46民ene→16days23 scene (MVIυPDの高い方の値を選択）
汎用パターンE開法 （UPOM:Universal Pattern 民comひおitionMeth吋）[2] 
• n本の波臭事停で観測された分光度射事を4つの展開係叡，水の展開係惣（Cw）.鍾笠の展関係毅（Cv），土i裏
(Cs）の展関係数，黄葉成分を補うための展関係叡C4）に変換する
・使用する釜本パター ンを350nm～25αコ門mの波長帯で規格化レており，これらの展開係叡は観測セ
ンサー に依淳レない
改良値生指縁側VUPD.Mo<.lH賦JV<.j.忌日laliυHln<.l制。fUPOM) [1] 
•UPDM4震関係量買を使って定聖書された指制限で．報量生彼湿耳！＆，光合成賓との線形性が共に成り立つ
4.分類条件に使用する年間統計値を計算する
年間鰻大筒．年間愚小値．年間平均値．年間保類偏差
． 季節蛮｛じ値：4季節期間の平均値（MVI)
Winter (DeひFeb),Spring(MaトMay),Summer(June』Aug),Autumn(Sep-Nov)
連続的季節変換指標値：WinterからAutumnまでのSceneNumberとMVIの相関係鍛
( Cw, Cv, Cs, MVIUPD) 
5.分類条件の決定
年間統計値を使い.Color composite imageを作成する （RGBの組み合わぜを決める〉
（倒） Barren, Evergreen forest : MVI Max, MVI Avg, MVI Std 
Urban : Cw Max, Cs MAX, Cs Min 
Tundra : Cw Avg, MVI Std, MVI Avg 
Open shurubland : Cs Min, Cv Max, MVI Avg 
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6.分類処理フロー
下図重要照
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Discussion 
UPDM係獣とMVIUPDの年間統計値を使用し，各値を組み合
せて司視化することで．全球土地被覆分類システムを怪コスト
で構築できた．
MCD1201との比較では， Forest項目の分類以外はおおよそ
の合致が見られた。 （日本では MCD1201に誤分類が多く見
られる〕
今後はForest項目の広葉樹と針葉樹の分類を行う予定である
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